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ことをi采めることにあります。パネルデイスカツ

ションの登壇者は、全てが九州の方でございます。

九州発、いま私たちに求められる心とは、という

ことに関してレジャー・レクリエーションを通し

て深めさせていただこうと思っております。

本日配布した資料の中に、パネルデイスカッ

ションに向けた文章を書かせていただいておりま

す。少しだけ読ませてください。「以前調査で訪

問した東北地方のある総合型地域スポーツクラブ

関係者とメールでやり取りをしています。数ヵ月

にわたる避難所生活も一区切りし、ょうやく以前

1.はじめに

パネルデイスカッションのコーデイネーターを

務めせていただきます大分大学の谷口です。どう

ぞよろしくお願いします。パネルデイスカッショ

ンの中で深めさせていただきますテーマは「レ

ジャー・レクリエ}ションの意味再考一九州発

いま、私たちに求められる心とは 」という内容

でございます。

学会大会全体のコンセプトが、先に起こりまし

た東日本大震災に向けて、レジャー・レクリエー

ションに、そして本学会に何ができるのかという
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に近い生活へと戻られつつあります。その方から、

被災後のエピソードや感想をたくさん頂戴してき

ました。中でも特に印象に残っている内容は以下

の内容です。『絶望感の極みに触れたとき、私た

ち人聞は希望という言葉の意味を深く噛み締める

ことになるみたいです。ずっと悪いことが続くわ

けではない。今度は少しだけかもしれないけど、

良いことがあると信じられるようになっていま

す』。私の中で、大変強く感銘を受ける内容だ、っ

たのです。そういったメールでのやり取りの中で、

私自身も大学の授業をしばらく休講にして東北に

何わせていただきたいという衝動に駆られること

が度々ございました。学会大会をむかえ、我々九

州に住んでいる者の中で、東日本大震災に対する

想いをしっかりともう 1回見つめなおし、そして

我々にどんなことが出来るのか、そして我々に求

められる心は何なのかについて考えさせていただ

く時間にしたいと思います」。

ここで、レジャーそしてレクリエーションの意

味を少しだけ整理しておきたいと思います。まず、

レジャーという言葉です。見解が少し異なる解釈

をお持ちの先生方もいらっしゃるかと思います

が、社会学の先生でいらっしゃいます内田隆三先

生によれば、「現代日本の場合レジャーは何もし

ないでのんびりするような休養、くつろぎとは趣

が異なり、活動的余暇であり、レジャー産業が提

供するサービスや商品を消費するという形式が一

般化しています。レジャーの意識としては、生活

の中で最も力点をおく対象であり、単なる機能的

な休息ではなく、レジャーそのものを楽しむ事に

意義があるとする人が多くなっています」という

ご説明をいただいています。

レクリエーションの定義につきましては、本学

会員でもいらっしゃいます立教大学の松尾先生が

こういう文章を書かれております。「余暇時間に

行われる自発的な活動であり、その活動を目的的

に楽しむことを通して、身体的・精神的な満足と

生活の充実をもたらす諸活動の総称である。その

活動から価値を引き出し、気晴らし・健康増進・

生活の質の向上等、生活の活性化や人間性の改革

を期待する点に特徴がある。語源は、 Re-create

であり、 Re:再び、 create:創る から再創造を

意味する」ということなのです。

私は、大分大学でレクリエーション概論という

授業を担当しております。その中で、レジャーと

レクリエーションとの関係をこんな風に講義をす

ることがあります。我々の生活の中で、日常と非

日常という考え方を当てはめるとするならば、レ

ジャーは日常から非日常への関与を志向した行

為・行動なのかもしれない。余暇活動をいかに充

実させるかという発想が原点にあり、ヨーロッパ

的思考性と言えるだろう。ちなみに、福岡大学で

ドイツのスポーツ研究の第一人者でいらっしゃる

藤井先生とやりとりをする中で、 ドイツ語の中に

いわゆるレクリエ}ションに相当する単語を見出

せないという見解をいただきました。一方でレク

リエーションとはこういう言葉なのかもしれませ

ん。レクリエーションは非日常的活動を経験した

後に、日常へと回帰する行為・行動です。その際、

日常において自らの活力を増大させ、また自らの

再発見といった事柄を期待されるところでもある

でしょう。ですので、 Rか createの意味をそこら

へんに見出せるのかもしれません。つまり、われ

われの生活の中にある日常・非日常というものを

セットするとするならば、レジャーそしてレクリ

エーションという 2つの概念がユニットになって

いることが望ましい、ということになりそうです

が、特にこのパネルデイスカッションにおきまし

ては、レクリエーションという部分で議論を深め

させていただい部分があるかと思います。

ここでパネラー、コメンテーターのご紹介をさ

せていただきます(写真1)0

皆様方から向かつて左側の先生でありますが、

熊本県レクリエ}ション協会という所属に今回は

写真1 実行委員会セッション全景



させていただきましたが、上野祥子さんです。上

野さんからは、「地域における助け合い(共助)

とレクリエーションの役割」という内容を中心に

話題提供をいただきたいと思っております。それ

では、その右側に座っていらっしゃるのは江川雅

也さんです。長崎県の南島原市の社会福祉協議会

の職員でいらっしゃいますが、「地域復興・再生

と人間力(人間関係力)一雲仙普賢岳被災の経験

から 」というサブタイトルをつけさせていただ

きました。 3人目のパネラ}です。福岡市レクリ

エーション協会の藤本光司さんです。藤本さんか

らは、「いまレクリエーションになにができるの

か一福島県への“レク"支援を通して」について

話して頂きます。藤本さんは、つい先日、福島県

へレクリエーション支援に行かれております。そ

のお話しを中心に話題提供を行いたいと思いま

す。最後に私の隣に座っていらっしゃいますコメ

ンテーターですが、 NPO法人福岡県レクリエー

ション協会の佐藤靖典先生です。佐藤先生からは、

3名のパネラ}からのご発題をうけて、総括的な

コメントをいただき、議論の方向性を示唆いただ

きたいと思っております。佐藤先生は、私のレク

リエーションの先生であり師匠です。福岡市の職

員をしていた頃の実は上司でもあります。よろし

くお願いいたします。

それではさっそくパネラーの先生方にご発題い

ただきたいと思います。

2.いまレクリ工ーションになにができるのかー

福島県への“レク"支援を通して(藤本光司)

福岡市から来ました。一応 4年制大学を卒業し

ましたが、小さい頃からプロゴルファーを目指し

ておりました。 33歳の時に断念しまして、その

後に福岡市立の特別支援学校で職員をし、障害児

教育に関心を持ちました。それから慌てて、通信

教育ですが小学校の教員を目指し、障害児教育の

先生にもなれたらいいと、学生もしております。

まずこれを見てください(写真 2)0福岡空港

で頂いた全日空の方々からのメッセージです。

アコーデイオンは中古でも 30万円します。レ

クリエーションといっても案外お金がかかりま

す。福島に行く時、アコーデイオンを飛行機に乗

せるにあたって、ちょっとしたエピソードがあり
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4手

写真2 全日空からの藤本氏へのメッセージ

ました。空港のインフォメーションに電話をし、

「アコーデイオンを大事に扱ってほしい」とお願

いしましたところ、「乗せたくない」と断られま

した。どうしょうかと考え、結果的に安いアコー

デイオンを宅急便で福島に送ることにしました。

全日空の方は、私がアコーデイオンを持って、福

島にボランティアに行くということを連絡事項で

すべて知っていたと思います。ボランテイアとい

うことをです。

福岡空港には、 1週間分の荷物を持って行きま

した。約 27キロありました。 7キロの超過でした。

金額にして 4，000円超過料金を支払いました。そ

して、私が飛行機に乗ろうと待合室で待っていた

ところ、向こうから「藤本様~、藤本様-Jと探

してくるのですね。「何だよ」って思っていまし

たけれど、向こうは「先ほどは大変失礼いたしま

した」と言うのです。何のことだろうと思ってい

たら、「ボランティアに行く先の子どもたちの笑

顔を増やす材料を乗せているパックなのに、超過

分をいただいてしまい大変申し訳ありませんでし

た」というお言葉をかけていただきました。そし

て「先ほど頂いた 4ラ000円はそのままお返ししま

す」とお返しいただきました。

私はそのそういった形でお金を返してもらうこ

とに大変ひ、っくりしました。これは、航空会社か

らの配慮だと最後に聞かされたのですが、すごく

その時に感謝しました。そして私の大きなカード

ケースにピカチュウの折り紙つきで、このメツ
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セージを頂いたのです。飛行機の中では、「頑張

ろう!福島」とか、「こころを一つに」という言

葉がのったバッジを「子どもたちに使ってくださ

い」と言って、客室乗務員の方がくださいました。

福島ではまず、福島第 1原発から約 40キロの、

いわき市久乃浜の海岸に視察に行きました。この

写真を撮るときに(写真 3)、撮ろうか撮るまい

かすごく悩みました。その場所は、すぐ 100m先

が海で、津波によって辺り一面砂利もないのです。

私がそこに足を踏み入れるだけで、周りに住んで、

いる方から丸見えなのです。私が写真を撮ってい

る姿を見て、現地の人はどのように思うだろうと

いう気持ちが湧き起こりました。その時、同行し

ていた阪神淡路大震災の被災者である仲間に「東

北の方々の気持ちを西日本の方々に見てもらうた

めに、情報として撮って帰ろう O 私たちには伝え

る義務がある」と言われ、撮ることにしました。

写真3 いわき市久乃浜の海岸沿い

郵便ポストは普通赤色ですよね。それが海水で

腐食して茶色になっていました(写真4)。そして、

これはスーパ}マーケットだと思いますが、壁に

ペンキで絵が描いてありました。これって高さ約

4mもあるのです。足場か何かを積んで、わざわ

ざ描いたのでしょう O 当然、足場代がかかります

し、塗装代もかかります。そういう費用を負担し

でも、どこかの誰かが描きに来てくれているので

す。ちょっとでもその街の中に残った建物に色を

付けて、被災者のために明るくしようという気持

ちでしょうね。

写真4 腐食した郵便ポスト

写真5 防波堤の断面図

この防波堤の断面を見て皆さん何か気付かれま

せんか(写真 5)0防波堤の折れた所の断面です。

私は建築や設計に少し知識があるのですが、これ

は手抜き工事です。何故かわかりますか。鉄筋が

ないのです。 15cmほど鉄筋があれば、別に問題

はないのですが、これにはまるっきり入っており

ません。当然、津波が来ても支える力はありませ

ん。

このデイサービスセンター(写真 6) は、こう

いう震災でもなかったら、デイサービスを利用さ

れているお年寄りの方々が、きれいな海を見なが

ら生活されるには絶好の場所だ、ったのです。それ

が今回の津波でとんでもない姿になっていまし

た。私たちが行った復興のお手伝いは、主に廃材

の片づけだったのですが、この場所だけは、何故

かこのまま残されていました。もうこれを見た瞬

間に私たちは何も言えず、もう絶句というか、こ

の写真を撮っている聞は、言葉を探す必要などあ



写真6 震災後のデイサービスセンター

りませんでした。写真を撮影した時間帯は、夕方

の4時半位でした。日暮れとともに暗くなりまし

たけれども、辺りに家を照らす明かりは、見えま

せんでした。しかし、津波に流された跡に家を建

てているところがありました。皆さんどうですか。

津波で流された後にもう一度家を建てる勇気など

ありますか。

私は、福島県東白川郡鮫川村というところにも

行きました。この方は村長さんです(写真7)0ぴ、っ

くりしました。会えたことに。当日の朝、鮫川村

を通るので急逮寄ってみたら会ってくれました。

その時にちょっとだけ義援金を納めさせていただ

きました。この鮫川村というところは、何もない

です。何がなし、かと言いますと、まずコンビ、ニエ

ンスストアがありません。あるのは道の駅ひとつ

だけでした。ここにほとんどの生活用品が売られ

ていました。農産物も売られていました。この周

辺で測定された放射線量は、約 0.2~0.3μSv です。

写真7 藤本氏と鮫川村長の大祭氏
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福岡の約 15倍ほどです。ここで私は食事をしま

したし、福島のお米も食べてきました。鮫川村は

約300万円で放射線量を測る機械を購入して、そ

れを通したものだけを売っています。

今、世界から見た日本はどのように思われてい

るのでしょうか。汚染された固と言われているか

もしれません。では、西日本からみた東北はどう

でしょうか。今、行きたい所ではないのではない

かと思います。私も実は、福島県に入ってわかっ

たのですが、福島県って大変広いで、すね。原発か

らは遠い県北でもいわゆる風評被害にあっている

のです。私が行ったところは南です。原発から約

62.6kmのところに位置しています。そこでもや

はりきっちり放射線量を測って、大丈夫なものを

売っています。説明が遅れましたが、鮫川村はこ

こです(写真 8)。先ほど見た津波の被災地はこ

こです。そして、原発がここです。このあたりの

車のナンバーは「いわきナンバー」です。現地の

方々から聞いた話なのですが、いわきナンバーの

車で、お出かけに行った家族がいたそうです。あ

るレジャー施設に停めていて、帰ってきて、車を

見たらボロボロにされていたみたいです。いわゆ

る「来るな」というような仕打ちを受けたのです。

そういうことを聞いているとショックでした。

今回私たちは色々なところに行かせていただき

ました。昔、私は自分のためだけに生きてきまし

た。プロゴルファーだ、ったので、自分の結果さえ

福島県

写真8 福島県の地図
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残せればいいと思っていました。しかし、レクリ

エーションと出会い、人の笑顔、子どもたちのた

めに何かできないかということを始めたことで、

福島の支援に役立つことが出来ました。もし、こ

のような震災が、今この大分に起きたらどうしま

すか。自分の町が絶望感に陥った時に、皆さんど

ういった気持になるでしょうか。そういうことも

気に掛けながら、皆様にも現地の状況を見てもら

いましたが。もしこれが自分たちの町だ、ったらと

いうことで、今後の復興支援を皆様考えてほしい

と思います。

風評被害に対して、地域の自治体が単独で色々

な測定機械などを購入し、農産物を測定し、市場

に流しています。それらはたぶん大丈夫だという

科学的判断や固からの基準があるのでしょう。こ

れからは、皆さん自分自身で購入などの支援の方

法を決定することを考えながら、今後の人生を

送ってほしいと思います。

3.地域復興・再生と人間力(人間関係力)

一雲仙普賢岳被災の経験からー(江111雅也)
長崎の南島原市深江町から来ました江川雅也と

言います。日頃は、南島原市社会福祉協議会深江

消防で勤務していまして、深江地区のみなさんが

安心して暮らせる町づくりを目指して、日々仕事

に励んでおります。夕方になると地域の子どもた

ちにサッカーを通して、地域がもっと元気になれ

ばと思いながら日々過ごしております。

先ほど司会者の方から、「雲仙普賢岳の噴火災

害の経験から」というテーマで話すと紹介があり

ました。 1991 (平成 3)年6月3日に、雲仙普賢

岳の大火砕流が発生しました。発生した時に自分

は高校生でした。高校3年生で、国見高校のサッ

カ一部員でした。長崎県の高校総合体育大会が

ちょうど行われている時でした。試合が終わって

帰宅する際、思師の小峰監督から、「お前帰れな

いよ O 今島原がすご、いことになっている」と聞き

ました。まずハッと思ったのが「おやじ大丈夫か

なあ、おふくろ大丈夫かなあjとうことです。自

分は 2人兄弟なのですが、姉はもう高校を卒業し

て大学に行っていましたので、大丈夫です。本当

に「おやじとおふくろ大丈夫かなあ」と気になり

ました。家には帰れなかったので、サッカ一部の

寮で過ごすことになりました。親とやっと連絡が

取れたのは 1週間後ぐらいでした。

1週間してやっと親が寮に来てくれました。そ

れまでは本当に全然連絡が取れなくって、学校や

練習どころではないという状態でした。親と連絡

が取れ、親自体は 1カ月ぐらいで避難解除になっ

た家に戻って日常生活が送れるようになりまし

た。しかし自分は、火災流・土石流が発生したた

めに、水無川が通れないということで、自宅から

国見高校まで通えず、卒業まで寮でお世話になり

ました。

インタ}ハイが終わって全国の切符をとりまし

た。年が明けると全国高校サッカー選手権大会と

いうメインイベントがありました。そのときに全

国の人が色々な意味で支援をしてくださいまし

た。高校3年間の集大成という想いに加え、全国

サッカー選手権大会で地域に元気を継ぐのだとい

う想いでした。小峰監督も、地域のみなさんの元

気の lつ、起爆剤になればいいと言っていました。

我々高校生全員とサッカー部全員と、地域の方々

と一緒になりながら全国大会に臨みました。

深江町の方々には、大会に行く前にぜひ町内に

元気をということで、優勝して来いという応援を

頂きました。結果は惜しくも全国 3位だったので

すが、帰ってきたら、すごくみなさんが温かく迎

え入れてくれ、「お前らすごいよ」、「元気をもらっ

た」と言っていただきました。

自分は地元に残って就職し、最初はいろいろ遊

んでいましたが、ある親から是非サッカーを子ど

もに教えてほしいと言われました。それが、たま

たま大野木場小学校という大火砕流で燃えた学校

の保護者の方でした。仮設グラウンドで今生活し

ている子どもたちにサッカーを教えてほしいと言

われたのです。自分は高校時代に地域の色々な

方々に支えていただいて、元気をもらっていたの

で、今度は私が地域貢献をしないといけないと思

いました。せっかくみんなから元気をもらったの

だから、今度は私が返す番ではないかということ

で、地域の子どもたちにサッカーを教えに行きま

した。

最初は、グラウンドも狭く、仮設校舎の中も暗

いというイメージがありました。仮設校舎や仮設

住宅の中にず、っといる子もいましたし、なかなか



心を聞かない子もいました。でも、だんだん時聞

が経つと、「コーチ、サッカーおもしろい」と言

う子どもも出てきました。自分もとにかくサッ

カーをすることだけに集中しました。子どもと一

緒にサッカーをやり、ボールを一緒に追いかける

なかで、子どもたちもだんだんコーチと一緒に

サッカーを楽しんでくれるようになりました。

大野木場小学校が新設されるまでの、たった 2

年間だ、ったのですが、仮設校舎と仮設グラウンド

で練習させてもらって、「子どもたちはすごく伸

び伸びとやってくれたなあ」と感じます。そして、

今その時に教えた子が、私と一緒に自分のチーム

でコーチをやってくれています。あの時にコーチ

からサッカーを教えてもらったので、自分も地元

に残るし、地域の人たちに恩返しをしたいと言う

のです。「自分が出来ることは何かないかなあ」

と考え、「自分もサッカーを通して子どもたちを

元気にする、子どもたちの力になりたいJという

ことを聞いた時は、すごく「ああ嬉しかったなあ」

と思いましたし、そうやって教えた子が地元に

残って自分と一緒にサッカーを教えてくれるとい

うのは涙が出る想いでいっぱいで、今は一緒に協

力しあって子どもたちにサッカーを教えていま

す。サッカーを通して、子どもたちがチーム力、

それ以外にもサッカー以外の生活の面で良い団結

力を育み、地域の起爆剤になってくれたりしたら

いいなと思っています。

仕事の方では、今の子どもたちは雲仙普賢岳の

災害を知らないので、毎年夏休みに防災探検隊と

いうものを行っています。防災探検隊で、地域の

方々にインタビューしたり、雲仙普賢岳のことを

地域の人たちに話を聞いたりして、それをマップ

にまとめて、自分たちなりに発表させています。

そういう授業を社会福祉協議会で、やっているので

すが、たくさんの子どもたちが参加してくれます。

今年で、雲仙が噴火してから 20年が経過します。

ある小学校の先生、校長先生たちにも力を入れて

いただいて、今年は6年生が50人参加してくれて、

マップを作成し、それをみなさんに発表する場を

セッテイングさせていただきました。

自分の子どもも 5年生になりました。登校する

時に、ちょうど学校の裏倶uに雲仙普賢岳が見えま

す。今うちの子どもたちが通っている学校は、校
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門を上がっていくと、山が見えます。そして山に

対して毎朝「おはようございます」と言っている

のです。帰る時も山に向かつて「さようなら」と

言って帰るそうなのです。校長先生の「雲仙普賢

岳があっての地域なのだ」と子どもたちに伝えて

いくべきだという趣旨からです。子どもたちはい

つも山に向かつてあいさつをしていました

東日本大震災があって、自分も福島県に派遣さ

れ、いわき市の社会福祉協議会でボランティアセ

ンターの手伝いを 1週間だけさせてもらいまし

た。自分たちも雲仙普賢岳の噴火災害を体験して

いるので、少しでも恩返しをしたいという想いで

した。たった 1週間だったのですが、人と人との

繋がり、協力していただいた恩を、我々は今でも

忘れられません。これから先、子どもたちにも、

雲仙普賢岳のことを伝えていきながら、災害に強

い町を目指さなければいけないと思います。仕事

の面でもスポーツの面でも、自分が今まで経験し

たことをず、っと伝えていきながらですね。色々な

人々と関わりながらやっていきたいと思います。

4医地域における助け合い(共助)とレクリェー

ションの役割(上野祥子)

熊本から参りました上野と申します、よろしく

お願いします。こういう席でお話しするのはとて

もドキドキするのですがよろしくお願いいたしま

す。このような機会を設けていただいてありがと

うございました。発表の場を与えていただくとい

うことで、あらためて地域における助け合いやレ

クリエーション協会の役割を感じて、勉強させて

いただきました(写真 9)。

写真9 上野氏の講演
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まず、私とレクリエーション協会との関わりに

ついて少しお話しさせていただけたらと思いま

す。実は私は熊本県人ではなく、福岡県北九州で

生まれ育ちました。北九州は山あり海ありと、と

ても環境が良いところで、小学校に行くころには、

地域の子どもは周りの子どもをいっぱい集めて海

や山に休み時間ごとに遊びにいきます。我が家は

特に遊びに行くのが大好きな家族で、大きな車を

そのために買ったくらいでした。長女が小学校に

入学すると同時に、転勤で熊本の主人の実家に移

りました。植木町です。熊本県の北側で、福岡県

に近いところです。スイカとビニールハウス、そ

れと西南の役の田原坂で有名です。この写真は(写

真 10)I弾痕の家」といいます。ピストルの弾が

たくさんあたって、家がこんな形になるほど戦争

が激しかったことを表している所です。スイカも

おいしいです。植木のスイカはとてもあまくてお

いしいです。スイカが育つのは 1月ぐらいからで、

ビニールハウスの中で苗を定着させます。熊本に

来て一番すごかったのは、雨が来るのがわかるこ

とです。パラパラパラという音がビニールハウス

を伝ってきます。自分のところに雨が降るよとい

う音が近づいてくるのを最初に感じたときには

「わぁ 1スゴイ!Jと思いました。

私がレクリエーションに目覚めたのは娘の小学

校 1年生の授業参観でした。幼稚園や保育園から

上がったばっかりの子どもたちですから、授業が

始まってもおとなしく席につくということはな

く、パタパタパタパタやっていました。その時に

先生が「始めるよ!Jとおっしゃりました。そう

したら子どもたちは、自分の席の椅子の上に立つ

写真 10 弾痕の家

て手を大きくあげたのです。そして、先生の合図

を待つわけです。そしたら先生が「最初はグー!J 
と始めます。じゃんけんで、勝ったらそのままいる

のですが、負けたら席に座ります。子どもたちが

負けて座った時には、ちゃんとおとなしく待って

います。なぜこの騒がしかった子たちがちゃんと

おとなしく出来るのかなって、その光景を見たと

きにどうしても理由を知りたくて、レクリエー

ションのインストラクターの養成講座に行きまし

た。本当に、もうすごい光景だと思ったので、そ

の先生が使ったのはどんなマジックかっていうの

を本当に知りたくて行きました。レクリエーショ

ンは本当に奥が深くて、幅が広いとその時に感じ

ました。

その後、自分が活動していくわけですが、レク

リエーションをやることで地域やコープの婦人会

の役員、 PTA役員、体育指導委員など、役員をやっ

て欲しいという攻撃を受けるようになり、役員が

回ってきました。ちょうどコープの婦人会の役員

だ、ったころに、熊本県のレクリエーション協会が

阿蘇青少年交流の家でレクリエーションの研修会

を行っていました。それで私の婦人会の仲間、十

数人で一緒に行きました。本当に楽しい 1泊2日

でした。楽しかったねと言いながら帰っている車

の中で、ひとりの方が「へ一、こがん(こんなに)

楽しいことしっとったら、うちの子はあんなんに

ならんかったかもしれんJと言われたのです。「な

んで ?Jと思ったのですが、そこには深い意味が

あったのです。そのお母さんはお仕事でとても忙

しいので、どうしても家に帰った時にちゃんと子

どもたちと向かい合ってお話しすることができな

かったのです。自分の気持ちを切り替えて、子ど

もへと移すことができなかったということでした。

最近、体育指導委員の研修会で、ただ運動する

だけというわけではなく、もっと楽しく運動がで

きないだろうかと、相談を受けることがあります。

チームワークを作るといったときには、レクリ

エーション的な要素もいっぱいで、てきます。そう

いったことをお伝えしています。

また、レクリエーションを初めて 10年くらい

のときに、「レクリエーション協会を立ち上げて

みませんか」と、県のレクリエーション協会から

お話をいただきました。地域でレクリエーション



協会をつくるとなると、やはり自分の住んで、いる

地域を見直すということが必要です。まずは自分

の見直し、それから地域環境の見直し、将来の夢、

そして大切な仲間がいるのかどうかなど、様々な

ことを考えました。そして決心してレクリエー

ション協会を立ち上げました。ちょうど 10年前

です。まずは 5年間の目標を立てょうかと言って

いたのですが、そんなにうまくはいきませんでし

た。それでも、会長、副会長、理事長、専務理事、

理事局長、監査、理事、と 36名で立ち上げるこ

とができました。自分自身のキーワードとして、

“広げる"“伝える"を掲げています。大きく目を

開ける、情報をキャッチする、現状に妥協しない、

あきらめない、当たって砕けろの心、愛するとい

うキーワードを持ちながら、 2002(平成 14)年6

月にレクリエーション協会を立ち上げました。そ

の年の 8月、ここの地域で特に必要となっている

ものは何かと考えたときに福祉だと思い、福祉に

関係することも始めました。レクリエ}ションイ

ンストラクターの養成講座です。あともう lつ、

レクリエ}ション協会の立ち上げと同時に福祉レ

クリエーションセミナーも行いました。今 10年

目になります。

人と人とがコミュニケーションをとるために

は、私たちと参加者との距離が縮まる必要がある

と思います。焦る必要はないで、すが、相手との関

係によって、時間をかければ大切な距離、適切な

距離に近づけると思います。そして、人と人との

聞の距離のとりかたは、相手との関係によって大

きく変わると、アメリカの学者が言っています。

360cm以上は個人的な関係が生じにくい距離で、

結構離れた距離です。 120~ 360cmまでは、仕事

や知り合いという程度の関係で適当な距離です。

これは「社会的な距離」とも言われています。 45

~ 120cmは、無意識のうちに体か触れ、接触し

でも大丈夫な間柄での距離で、親密な関係です0

45cm以下はもっと親密な関係で、親子とか恋人

同士と言われています。

レクリエーションを行っていると、「この距離

が大切だ」と、「個人的な距離に近づけるように

なる必要があるのだ」と思います。地域のコーデイ

ネーターは、参加者と適当な距離に近づけるよう

になることがコミュニケーションを成立させるた
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めの 1つの目安となるのではないでしょうか。お

そらく、最大公約数的に、個人的距離ないしは、

適当な距離に近づくには、お見合いの仲人ではあ

りませんが、皆さんの仲をつなげる仲人になる必

要があるのかなと思います。小さくても大きくて

も満足していただける距離、これが大切だと思い

ます。

私たちはレクリエーション協会の充実させるた

めに、地元の小学校へのアプローチも行っていま

す。日本レクリエーション協会が推奨していただ

いた「遊びの指導」という事業をきっかけに、ア

プローチをどんどん広くして、今は小学校に行っ

ているのです。学校の先生方がちょっと苦手かな

という器械体操を、総合型地域スポーツクラブか

らの指導者派遣というかたちで、レクリエーショ

ン協会もからみながら事業をしています。また、

いきいきサロンの認知症予防のレクリエーション

の必要性を扱いたいということで、最初はボラン

テイアで行い、後に介護福祉の予防の予算をいた

だいて派遣事業も行いました。それから障害者の

ニュースポーツについても、色々な福祉施設に出

向いてやっています。どうしても施設の中にいる

と肥満になりやすいので、太極重力球というス

ポーツを紹介しています。それから、体育指導委

員という私の役目から、体育指導委員の女子部の

研修の中にレクリエーション活動をたくさん盛り

込んでいます。

これは、今年で 10年目を迎えるレクリエーショ

ンインストラクターの養成講座の一場面です(写

真 ll)0 私もたくさんの感動をいただいています。

この中に白髪交じりの男性、 70歳半ばの方がい

ます。この方の補聴器は特殊な補聴器で周波数に

よって音が分かるそうです。卒業式の日までよく

分からなかったのですが、この補聴器を外すと「僕

の中は全く無音です。でもここに来るたびに皆さ

ん方の笑顔とやさしい接し方に毎回、帰るときに

あったかい気持ちになって帰ります」と教えてく

れました。本当は心の中に大変色々な悩みを持っ

ていらっしゃる方がいたのです。最後には「これ

が終わるのは辛い。もっともっと来たい。毎週毎

週木曜日、次から僕は何をしたらいいんだ」とおっ

しゃっていただきました。今年で卒業生は 315人

を数えます。
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写真 11 レクリ工ーションインストラクター養成事
業の様子

福祉レクリエーションセミナーは 10回目を迎

えました。これは毎年人気をいただ、いて、鹿児島

からもマイクロパスを l台チャーターして毎年駆

けつけてくださいます。ご協力いただいた佐藤靖

典先生に加えて山崎律子先生(余暇問題研究所)

も会場にいらっしゃって本当にび、っくりしたので

すが、こういった素晴らしい先生方をお迎えして、

地域に「福祉とは何か?Jということを伝えたい

と思っています。

最後です。葺沢にも今年フランスに行ってきま

した。その時に、ステンドグラスがあまりにきれ

いで、これを見たときに感動しました。色とりど

りの光の中、これを見ているときにレクリエー

ションのみんなのことを思い出しました。みんな

が光っている、その光ってすごい。それぞれの性

格や、色々な生活の中で作りだす光だと思うので

すが、この光が集まったところ、この大きな光の

輸をつくるのが、レクリエーション協会、私たち

の役目なのかなと思います。それを想ってこの写

真を撮ってきました(写真 12)。そして、地域に

根差すもの、今福島や雲仙普賢岳のお話をいただ、

きましたが、ちゃんと地域のことをきちっと知ら

なくてはいけない、子どもたちを中心にして考え

た地域で大人たちも、みんな仲間・近所付き合い

ができるような地域でなければいけないなと。ま

たその距離を縮めていくのがレクリエーションに

かかわっている私たちではないかなと思っていま

す。どうもありがとうございました。

写真 12 ステンドグラス

<ディスカッション>

谷口:1つだけお尋ねします。江川さん子どもの

時、高校生の時に見ていた恐い普賢岳…今その普

賢岳は、どんなふうに江川さんの心に映っている

のでしょう?

江川:そうですね。あの…自分たちはで、すね、火

砕流が頻繁にあったことが、今でも自分の頭から

離れないのです。実際に今も地元の方は「山を見

ると火砕流や土石流のイメージしかないな、そう

いうこと思いだす」とよく言われます。また自分

たちも、火砕流が起きた、土石流が発生したとい

うことを目に焼き付けてしまっているので、山は、

やっぱり我々にとっては直視しにくいという印象

ですね。

谷口:そういう中で子どもたちが毎日、山に向かつ

てあいさつをしていると言うのはいいお話だなと

思いました。その様な子どもたちに触れる中で、

東北の方が、次の世代の子どもたちが、今後海を

どうやって見るのかかがすごく大切だなって思っ

たのですが、いかがですか。

江川氏:そうですね、やっぱり「いつ災害が起き

るかわからない」、 r200年前に噴火し、今回噴火

したから、また 200年後に噴火するだろう」とい

う考え方では良くないと思います。いつまた山が

噴火して火砕流がおき、土石流が発生するのかわ

からない状況なのです。やはり子どもたちには、

いっこういう災害が起きるかわからないよ、 200

年後ではないよ、と伝えていくようにしなければ

いけません。山に向かつて礼をしていると子ども

たちからの話を聞いて感じたのは、深江町が雲仙



普賢岳の災害を受けた町だということを、子ども

たちに忘れて欲しくない、いつ災害がおきるかわ

からないというのを意識しながらですね、過ごし

てほしいなって思います。

谷口:上野さんのお話の中で、距離感のお話が出

てきました。レクリエーションはその個人的な距

離を近づけていく力があるのかもしれないという

お話をいただきました。そこで、実際に福島に行

かれた藤本さんにお尋ねします。福島でレクリ

エーション活動、レクリエーション支援活動を展

開する中で、子どもたちをはじめとする福島の

方々の中で、その距離感は縮まりを見せましたで

しょうか。例えば、子ども同士、人間同士で…。

藤本:笑顔がなくなっている子どもたちだ、ったの

です、初めて会ったときには。そのため、私たち

が来ることで、何か始まるのだという、わくわく

ドキドキをもう 1度子どもたちに感じてもらうこ

とから始めました。私たち 7人がそろって 1つの

プログラムを 1時間半やりました。最後のほうで、

子どもたちに、キーキー、キャーキャーという賑

やかな声が戻った時には、以前の子どもたちの距

離に戻れるということを確信しました。それから

先は現在進行形で、今はもっと距離は縮まってい

るのではないかと思います。

谷口:ありがとうございます。これから佐藤先生

にコメントを頂くにあたって、私からリクエスト

があります。上野さんにも後ほどコメントをいた

だきたいのですが、「地域がちゃんと地域のこと

をやらなくてはいけない」こと、つまり地域の住

民の意識をつくっていくことがレクリエーション

の1つの働きかけなのかもしれないという捉え方

を私はしました。

一方で、東日本の被災地においては、自分の住

んでいた地域から離れざるを得ない方が事実い

らっしゃるわけです。また、地域に残っていなが

らも、仲の良かった地域の仲間が周りからいなく

なっているという中で、地域の人と人とのつなが

り、人の粋みたいなものが、実は強制的に無くなっ

てしまっているような事態が事実あるわけです

ね。その様なときに、レクリエーションの立場か

ら、どの様な働きかけが可能なのかを伺いたいと

思います。とっても難しいご質問ですが、佐藤先

生に聞いてみようと思います。
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佐藤靖典(コメンテーター): (大会の開会挨拶で)

柳井大分大学教育福祉学部長が問いかけた「我々

(レジャーレクリエーシヨン学会)にできること

は何なのか?Jに対する 1つの答えは、「心を支

えること」でしょう。レクリエーションというの

は物質的な支えではありませんよね。どちらかと

いうと、心を支えていくというほうに主力を置く

…置かざるを得ないと思います。笑わせてくれる、

楽しませてくれること自体が生きていることで

す。今レクリエーションに求められているものは

こういうことなのかと思います。

今、 3人の発表を聞いて、藤本さんの場合は、

藤本さん自身がプロゴルファーになり損ねた後に

レクリエーションと出会って、社会参加している

事業に今こんなに生きがいを感じています。まさ

に人聞が 180度変わりました。自分のために生き

ていた人が、人のために生きる人に変える力をレ

クリエーションは持っていると感じました。

江川さんは自分が支えられたから今度は支える

立場になって、少しでも自分たちが経験したこと

を後の人たちに伝えていこうと努力しているし、

そのキーワードとしてサッカーというスポーツが

あります。楽しみですよね、サッカー。すばらし

い遊びだと思います。

そして上野さんは何よりも地域に根差していま

すよね。地域の顔が見えていますよね。みなさん

は住んでいる地域の顔が見えますか?私は「粋」っ

てサッというのは嘘っぽいなという気がしていま

す。やっぱり日ごろの付き合いの延長線でしか

「紳」つでありえないのかなと O 強制的につくっ

ていければ別ですけどね。本来、日常生活の延長

線上にあるものです。では何が「粋」のテーマに

なるのかと言うと、 1つやはり「楽しい」ってい

うことと、もう 1つは「身近な課題」ですね。上

野さんの、小さな課題、身近な課題、仲間が持っ

ている課題をひとつひとつクリアするために新し

い事業をクリエイトしていくという姿そのもの

が、レクリエーションではないかなと私は思って

います。

谷口先生が言った非日常性と日常性の回復とい

うことでは、まさに非日常ですね。レクリエーショ

ンも、遊ぴも、スポーツも O 無くたって人聞は生

きていけるわけです。ガーデニングをしたり、家
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に花を飾っている人はいますか?数名手しか手

が上がらなかったため)貧しい生活をしてますね。

人間らしくないですね。花は飾らなくても生きて

いけます。何で花飾るのですか?それは我々が

やっぱり心豊かに過ごしたいって思うものがある

からではないかと思います。レクリエーションと

いうとパカにする人がいっぱいいます。バカにす

る人に何ていいますか、みなさん? I寂しい人生

ですね」って言ってあげてください。価値を何に

置くのかというとき、今、ブータンの国王ご夫妻

が日本に来ていますが、幸福度を価値基準に置く

べきだということを、わかっていても日本人はな

かなか納得できませんよね。でも、確かにレクリ

エーションで子どもの笑顔が生まれ、地域の人が

いきいきしだし、出来ることで支えあっていこう

とします。そんな力を、私は「レクリエーション

力」と呼んで、いるのです。レクリエーションには

人聞をも再生する力がある、あるいは地域を元気

にする力がある、そういった力をもっともっと実

践の現場でやっていくしかないのかなと思ってい

ます。

身近な生活課題を楽しみながら取り組んでいく

ことが、まさにレクリエーション活動だろうと思

うわけです。その延長線上に今回のような福島に

行くという活動もあったと思うのです。私は火砕

流が起きた時ライブで見ていました。大火砕流が、

街を飲み込んでいく姿をライブで見たのは、あれ

が最初です。そして今回、津波が街を飲み込んで

いく、人々のありとあらゆるものを根こそぎ持っ

て行くのも見ました。その聞に 9.11のテロがあっ

たわけですよね。こういうのをライブで見ながら、

我々は当事者になりえない、あれはよそで起こっ

ていることだ、かわいそうだ、大変だ、って思いま

す。しかし、そこにはやむを得ず服した人が確実

にいるのです。そういった人を、私たちが支えて

いくことになるのかなぁと，思っています。

「根こそき事持って行かれた」という言葉が私に

は一番印象に残っています。先ほど言ったように

人と人とのつながりが大切だとわかっていいま

す。その人と人とのつながりさえも、今回の震災

では根こそぎ持って行かれたのです。ではどうす

るかというと、再生しかありません。自分たちが

創り上げていくしかない。無くなったものを嘆い

ている暇があったら、創りだすことを考えましょ

うO それがレクリエーション的です。とても大変

なことかもしれません。でも 1945(昭和 20)年

に太平洋戦争に負けてから、わずか 19年で日本

という国は世界最速の新幹線を走らせ、東京オリ

ンピックを見事に成功させました。わずか 19年

です。これが日本人の力だし、帯を、地域を、人

聞を、この国を再生していこうという思いの力だ

と思うのです。それは響きあう心。みんながひた

むきに、ひたすらに、自分ができること、自分の

可能性を駆使して社会と関わってきたことが街を

つくっていったと思うので、すね。そう考えると、

根こそぎ持って行かれたことを嘆いていても帰っ

てこない。ではどう創っていくか。まさに学会の

先生方の力を借りながら人間性再生、人間関係づ

くりのために、我々はどういうことができるのか

ということをこういった学会で論議していただけ

ればありがたいと思います。

1929 (昭和 4)年に世界大恐慌がおき、世界中

が不況になりました。その時に皆さん方がご存じ

のアメリカのルーズベルト大統領が何ゃったかと

いうとニューディール政策です。新しい政策を立

てて、雇用を創出しました。 1つはスポーツ施設

をたくさんつくって、そこに若者を雇うという策

をまTち出しました。もう 1つはワークシェアリン

グですね。 1人の人が働くところを少し分かち

合って、 1人ひとりの働き量を減らして働く人を

増やそうとしたのです。働くイコール生活の基盤

ができるということです。これが我々にとって一

番の希望です。聴衆に学生諸君もたくさんいます

が、大学で勉強して後に何があるかというと、安

心して思いっきり働ける場所があるのです。給料

は少し安いかもしれませんが、希望を求めること

ができると思います。シェアリング、分かち合い

…そして新しい困難な時期を乗り越えていく創造

力、その様なことが今我々に求められているので

はないかと思います。

私はレクリエーションをパカにする、見下す人

が好きです。谷口先生もそうでした。「こいつを

どうするんだ?Jこれほど創造的なことはありま

せんよね。自分に反抗する人を身方に引きつけて

いしこれほど創造的、クリエイテイブな仕事は

ないですね。私が、最もレクリエーション的な活



動を体験させていただいたのは谷口先生です。そ

ういう意味でいえば、わたしは地域で色々な活動

をやっていますけれど、レクリエーションは人々

を元気にする、笑顔にする力を持っていると確信

しています。それを上野さんは現実にやってい

らっしゃる O 藤本さんたちはわずかな時間だけれ

ども、福島に頑張って行ってそれを体験してきま

した。そして江川さんは自分が支援される側から

支援する側にまわって、地域の子どもたちを、ス

ポーツを通して元気にしました。皆さん方が活動

を本気になってできることをやってくれれば、 1

つずつ小さなことが変わっていきます。その小さ

なことが変わりだしたことを lつの糧にしてやっ

ていくのがこういう学会であり、レクリエーショ

ン協会の仕事かなと思います。そういうための活

動を、今後ともレクリエーション協会の指導員と

してやっていこうと，思っています。ありがとうご

ざいました。

谷口:簡単にパネルデイスカッションをまとめさ

せていただきます。 3名のパネラー、そしてコメ

ンテーターの佐藤先生のお話しをうかがう中で、

レクリエーションの今日的な役割を再認識できた

ような気がしています。すなわち、レクリエーショ

ンとは、「人と人とがつながりあっていくこと」

によって得られることになります。私たち自らの

中での「気づき」にほかならないのでしょう。

このたびの震災に対時する中で、私たちは「人

と人とのつながり」を多分に意識することになり

ました。そのことは、「支え、支えられ」ること
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にほかなりません。私たちは支えてもらうことに

感謝します。しかし、支えるという行為のなかで

も感謝するのです。もしかしたら、レクリエーショ

ンとは、「ありがとう」の気持ちを共有すること

なのかもしれません。

最後に、私が大分大学で開講している「レクリ

エーション概論」の中で学生が記してくれたコメ

ントを紹介させていただきます。教育福祉科学部

の1年生女子のコメントです。 IRe-create、再創

造というのは、より上を目指すことなんだなと思

いました。そして、より人びとを楽しませる、幸

せにすることなんだと感じました。身のまわりに

あるさまざまなサービスは、私たちをより快適で、

幸せにするようにと、サービスを与える側が常に

気を配ってくれているおかげだと思いました」。

この授業で僕はおおいにリ・クリエートされて

います。「教えることは学ぶことに通ずる」とい

う言葉があります。先ほど申しました、「支える

ことと支えられること」の意味に通じていると

思っています。私たちは、いままさに、苦難に直

面している状況の中で、レクリエーション・マイ

ンドを大切にしたいと考えます。そしてまた、本

学会としては、レジャー、そしてレクリエーショ

ンの意味と役割をおおいに発信していかなくては

ならいのでしょう。

ご登壇いただきましたパネラー、そしてコメン

テーターの先生方に大きな拍手をお願いいたしま

す。本日は誠にありがとうございました。






